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保健体育は人聞を対象とする部門であるが，学問のうち人聞を対象とする場合には人間学が

あり，これは人間の本質を明らかにすることを課題とする学である。特にいわゆる科学的方法

の迎用される範囲内においては人間科学として呼ばれるようになった。

しかし，乙とで保健体育を考える場合，現代の学問の進歩と合わせて新たな分野の想定を試

みなければならない。従って保健体育の学問体系の中における相当位置を考察してみよう。

n. 対 象

古来，人聞を対象とする場合は周知のように数多くの方法があるが，一般には自然的人間，

歴史的人間，形而上的人間の三相から本質的に規定されているが，はたして我々の保健体育が

この内でどのような位置にあるかを先に考察してみよう。

しかし，唐突に保健体育という言葉を提出しでも，それはあまりにも在来の学問体系からは

飛躍的であるために，それが所属すると乙ろの一般的慣用語ーから出発する乙とが理解に容易で

あろう。

従ってここで保健体育を広義に解釈して人間の主体性から文化行動にいたる過程をとりあげ

て，そのための身体活動の意味を考えてみよう。周知のように我々は人間的主体の本質を自覚

的表現的主体としてこれを文化的主体と考え，更に人間生命をみずから完全に実現しようと努

めること，それが文化行動であった。そして身体は人間形成に対する材料としての単なる素材
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ではなく，本来表現的自覚性を本性とする生命を高める客体的な存在であり得る。こ乙で身体

活動は本質的な意味をもつものであり，文化の主体の根抵から身体に関しては，その強化と技

術の向上が具体的課題とならなければならない。

人間の思想が身体を真実に身体として発見し，身体をその真相において理解し始めたのは決

して古いことではなく，むしろ最近の乙とである。身体は主体と自然の聞に存在するものであ

り，歴史的生命の主体は広義の環境という意味から身体的制約の下に身体を媒介として実現さ

れる乙とが出来る。

乙の事実から身体の本質ば歴史的，技術的としての意味が生じる。従って身体的技術が成立

するためには行動が必要であり，行動は刺激に対する反応と考えられ，主体が環境から作用さ

れ逆に主体は環境に作用する。乙乙にいわゆる適応関係が認めちれる。そして主体と環境が対

立し，その調和を媒介するものが技術である。

乙の意味を更に普遍化すれば知性は本来技術的である。すなわち人間の行動は環境形成的で

あるとともに自己形成的である。とのように形成的なものとして我々の行動ほ歴史的であり，

歴史的行動は技術的であるとともに歴史的世界は技術的に作られてゆく。歴史的世界は創造的

であり，人聞は創造的世界の創造的要素である。ことでいう創造的というのは独立なものが作

られるととであり，技術ば創造的なものとして単に手段とは考えられない。人間の行動ば歴史

的世界の自己形成にとって手段として働くととであると同時に人間ば単なる手段ではなく自己

目的でなければならない。

とのような身体的行動を設定し，とれに科学的方法に従って接近しようとするかぎり，統一

的方法を確立する乙とが必要である。一般的に人間を対象に考える人間科学の分類は古くから

多くの先人iとより数多く存在するが，乙とでは自然科学(地球科学，基礎科学)に対しての人間

科学を考え，乙れを二つの方向から対象を設定する。

第ーに身体過程を基盤とする個の個体内コンミュニケーション(IntrapersonalCommunication) 

で，上位に無意識行動として表現する脳幹，および意識行動として表現する大脳皮質を置き，

乙れらに対する分析的研究の基礎的方法として遺伝学，生理学，心理学が存在する。

第二に自然過程を基盤とする集の個体問コンミュニケージョン(Interpersonalcommunication) 

で，上位に経済，社会を置き，乙れらに対する分析的研究の基礎的方法として生態学，歴史学，

社会学が存在する。このうち歴史的方法を科学的方法によって推進しようとするならば，社会

科学と精神科学の二つの基礎的方法を必要としなければならないから，との範囲外の部分もあ

るわけである。

これらの身体過程および自然過程の基盤から生じる人間行動をその頂点にもつもので，乙れ

が真の対象となるわけである。この対象には更に数学，哲学の基礎的方法が関与しなければな
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らない。

ここで設定された人間行動が分析的研究によって推進されるならば，それは現在のいわゆる

行動科学としての場が与えられるであろう。

以上のような基礎的背景のもとに主体行動が単に個人的・内面的存在ではなくして，更に社

会的・文化的存在であるという価値判断にもとづき，体育，労働をとりあげて対象とするなら

ば，乙乙にわれわれのとりあっかう具体的方法が抽出されてくるはずである。

ill. 方 法

一般に人聞の行動を広義に解釈する場合は，その範囲が極めて広く，おそらくすべてが含ま

れることになるであろう。従ってこの場合は広義の文化的意味における基本的行動として体

育，労働に限って対象を限定するが方法的には普遍化されるべきであり，またそうなることを

期待するものである。すなわちそれは主体性への帰納に至るはずである。

しかしこの対象の選択の価値判断は自然過程における現在または将来の経済・社会構造の変

革によってそう判断されるのである。

例えば現代産業別編成の社会構造の変遷に対する生産年令人口の推移と平均寿命の延長から

くる労働年令の中年層への移行および産業の機械化にともなう労働内容の質的変化に対して

は，あくまでも健康の基本的確立と，その保持に向けられなければならない。

その結果，第ーに社会構造の変化からしても労働時間の短縮と労働密度の増加すなわち能率

向上がとなえられ，すでに ILOでも認められているところである。

第二に労働時間短縮は能率上の問題ばかりでなく生活思想のうえからも，拡大した余暇時間

の生活における価値も高まってくるようになるであろう。すなわち，みずからの生活の中で余

暇を自由な時間として楽しむことが人間として望ましいという考え方になるであろう。更に広

義でのレクリエーションとしての解釈が乙こに成立してくるはずであり，同時に体育の生活に

おける価値も高くなるはずである。そしてそこに本来の意味で自由な基本的健康の合理化が考

えられる。このことは現在の都市集中化の人口構造からくる大衆スポーツの隆盛がこれを実証

するところである。

従って対象である人間行動を基本的には主体を環境に向かつて適応・順化する過程を基盤に

考え，健康を保持・増進せしめて適性をもつに至る過程を持たなければならない。もともと生

物界で遺伝は静的保守的な原理であり適応は創造的な原理であって，この二つの争いから新し

い特質を獲得するのである。これが具体化に関して従来我々の分野に与えられた部門を対応さ

せるときは，行動に関しては体育，労働が3 自然過程に関しては環境衛生，公衆衛生が，身体
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過程に関しては保健，優生学が該当する表

ととになる。勿論乙れらの部門には更に
法方

細分化され特殊な部門が発生してしかる

べきであるの更にこれらの学問は社会と
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それは体性感覚と合わせて実証される。そしてこれらの集積は作用による慣れの現象であり，

情報の集積と合わせて真の意味での主体の認識に至るものであろう。言葉を変えると価値と事

実の結合による主体の認識にほかならない。
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語の内容を行動という対象に普遍化すると，身体過程ならにび自然過程を基盤として体育を考

えるときは，社会行動としての労働にまでその範囲を拡大しなければならないことを知るので

ある。

IV. 結 缶
四

1 .行動を身体過程(個)と自然過程(集)の基盤のうえにおく。

2.行動のうち，価値判断により文化行動としての体育ならびに社会行動としての労働をそ

の対象に設定する。

3.乙の対象を主体から環境の聞に適応・順化の理論により展開する。

4.展開された各部分について遺伝学，生理学，心理学，社会学，歴史学，生態学的方法に

より分析研究する。

5.分析された事実を総合体験により実証する。
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